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原子力施設周辺の安全確保及び環境保全に関する協定第１７条第１項の規定により， 

原子力施設等における事故・故障等の発生について次のとおり報告します。 

発 生 年 月 日 令和４年９月１３日（火） 

発 生 場 所 東海第二発電所 輸送本部脇（屋外） 

件 名 東海第二発電所 輸送本部脇の変圧器における火災について（第１報）

状 況 

原 因 

対 策 

環境への影響等 
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添付資料：東海第二発電所 輸送本部脇の変圧器における火災について 

 



２０２２年９月２２日 

日本原子力発電株式会社 

 

東海第二発電所  輸送本部脇の変圧器における火災について 

 

１．状況 

東海第二発電所は第２５回定期事業者検査中のところ，２０２２年９月１３日７時

４８分頃，輸送本部※１付近で朝礼前に清掃活動を行っていた協力会社社員３名※２（以

下，「協力会社社員」という）が，輸送本部脇変圧器※３（以下，「変圧器」という）か

ら炎（変圧器の上部２箇所から，高さ約２０ｃｍ～２５ｃｍ）が発生していることを

確認した。このため，協力会社社員は消火器にて消火活動を行い，７時５２分頃炎を

消し止めたことを確認するとともに並行して７時５０分に当社監視所に連絡した。連

絡を受けた当社監視所は公設消防に通報（覚知時間７時５３分）した。また，自衛消

防隊は７時５０分に出動準備を開始した。 

公設消防は，８時０６分に発電所に到着（消防車２台，レスキュー車１台，サイレ

ン・赤色灯有り）し，当社社員の誘導のもと８時０８分より現場確認を開始した。そ

の後，８時１３分に追加で指揮車１台（サイレン・赤色灯有り）が到着した。 

公設消防は８時１０分に「本事象は火災である」と判断した。８時１３分公設消防

により「鎮圧」が確認された。また安全確保の観点から公設消防の許可を得た後，８

時４９分に当社にて当該変圧器上流側電源を「切」とした。 

公設消防は９時１２分に「鎮火」を確認※４した。なお，公設消防による消火活動は

行われていない。 

本事象に伴う人身災害の発生，発電所設備および環境への影響は無かった。また，

輸送本部内に人は数名滞在していたが，作業は実施していなかった。 
※１：東海港の船舶入出港に際し海象状況確認等を行う事務所 

※２：当該協力会社作業員３名は，輸送本部に係る作業と関係の無い安全性向上対策工事（防潮堤

関連）に従事していた 

※３：輸送本部に給電するための変圧器（屋外防滴形,可搬型,丸形,容量 10kVA） 

※４：炎なし，発煙なしを確認したことによる 

［添付資料-１，２，３］ 

２．原因 

現在，原因については継続して調査を行っており，現時点で判明した事実は以下の

とおり。 

（１）当該変圧器について 

安全性向上対策工事の実施にあたり輸送本部への既設の給電設備が干渉する

ため撤去することになった。このため２０１９年９月に代替の給電設備として

当該変圧器を含め新たに設置したものである。当該変圧器は点検計画に基づき

年１回の外観点検をしていた。 

（２）現場での当該変圧器調査 

９月１３日の公設消防による「鎮火」確認後，公設消防と当社の合同で火災

発生現場での当該変圧器の状況調査を実施し，以下の事実を確認した。 

・当該変圧器上流の分電盤内部を確認したところ，当該変圧器へ電源を供給す

るＮＦＢ（ノーヒューズブレーカー：配線用しゃ断器）は動作していなかっ

た。 

・当該変圧器については，「１次側タップ切替窓短部の両端から炎が上がってい
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た」との当該協力会社社員の証言があったことから，１次側タップ切替窓お

よび変圧器側面の１次側パネルを開放し確認した結果，焼損跡を確認した。 

・２次側タップ切替窓および２次側パネルを開放した結果，焼損跡等の異常は

認められなかったものの，２次側タップ切替窓内部に小動物の死骸があるこ

とを確認した。 

［添付資料-３，４，５］ 

（３）当該変圧器火災の原因調査状況 

前述の現場での当該変圧器調査後，更に詳細に調査するため公設消防が消防

署に当該変圧器を持ち帰り，９月１５日に消防署において，当社，当社の協力

会社，当該変圧器メーカおよび公設消防にて合同で調査を行い，以下の状況を

確認した。 

１）要因の抽出 

火災が発生した要因として考えられる項目について，様々な視点からの

洗い出しのため公設消防等の意見も確認し，以下の要因を抽出した。 

【本体の物的要因】 

「端子のゆるみ」「製造不良」「経年劣化」 

【外的要因】 

「雨水の浸入」「結露（湿分）の発生」「塵埃の堆積」「過電圧」 

「塩分の付着」「異物混入」「小動物侵入」「放火」「打撃等による損傷」 

    ２）調査状況 

健全な変圧器との比較をしながら各部の分解調査を行い，抽出された要

因について確認した結果，以下に示す５項目の要因に起因する可能性が否

定できないことを確認した。 

【本体の物的要因】 

「端子のゆるみ」 

【外的要因】 

「雨水の浸入」「結露（湿分）の発生」「塵埃の堆積」「塩分の付着」 

      なお，その他の要因を除外した理由を以下に示す。 

要因 除外した理由 

製造不良 製造後約 4 年の使用実績でも異常が無く，初期不良は

無かった 

経年劣化 耐用年数 20 年に対し 2017 年製であった 

過電圧 当該変圧器の上流側の電圧測定の結果により異常は無

かった 

異物混入 分解調査による内部確認の結果，巻線部等に異物混入

は無かった 

小動物侵入 小動物の死骸が確認された二次側電気回路に焼損が無

く,死骸は古く焼損は無かった 

放火 油検出機器により油分は検出されなかった 

打撃等による損傷 フレームの外観点検結果により異常は無かった 

変圧器の状況，変圧器上流側のＮＦＢが動作していなかったことについて

も，上記要因と考えられる５項目に加え,現場の設置状況等調査を継続し，火災

に至った原因を究明する。 

［添付資料-６］ 
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３．対策 

原因を究明した後，適切な対策および必要に応じて水平展開を講じていくこととす

るが，現在も継続中の前述の当該変圧器の原因究明と並行して事象発生当日より，以

下の措置を速やかに行った。 

 （１）ＪＩＴ情報※５の発行 

ＪＩＴ情報を発行し，速やかに所員・協力会社社員に対して，本事象につい

て注意喚起した。 

※５：Just In Time 情報（社内外での災害情報等を平易にまとめ社内および協力会社へ速やか

に周知するための様式） 

（２）類似変圧器の総点検 

     事象発生後，同様事象を発生させない観点から，速やかに対象とする機器の

前提条件（屋外設置の仮設変圧器等）を定め点検を実施した。 

現在までの点検の結果，今回抽出し点検した変圧器について，異常は確認さ

れなかった。 

今後，今回抽出し点検した変圧器については，当社社員による現場確認等も

含め精査し，確認を行っていく。 

更に，現状推定できる要因等を踏まえ，これまで調査してきた変圧器以外の

常設変圧器等についても対象とし点検を行っていく。 

また，本事象に伴う原因対策を取りまとめた段階で，それまで実施している

点検に反映する事項があれば追加で点検していく。 

 

今回の原因調査において要因から除外した小動物侵入の件についても，別途原因調

査を行い必要な対策を講じていく。 

 

４．環境への影響等 

本事象に伴う人身災害の発生ならびに周辺環境への影響は無く，モニタリングポス

トの指示値にも変動は無かった。 

［添付資料-７］ 
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添付資料－１ 

（１／２） 

東海発電所・東海第二発電所構内配置図 
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東海第二発電所 東海発電所

事象発生箇所 輸送本部

（屋外 非管理区域） 

当該変圧器 

輸送本部 
輸送本部
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添付資料－１ 

（２／２） 

輸送本部 平面図 

 
 
 
 
 

平成１２年３月建築
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添付資料－２ 

事象の経緯 

 

日  時 事  象 

2022 年 9月 13 日

7 時 48 分頃

輸送本部付近で朝礼前に清掃活動を行っていた協力会社社員

3 名が輸送本部脇変圧器から炎（変圧器上部 2箇所から，約 20cm

～25cm）が発生していることを確認 

7 時 50 分 協力会社社員が当社監視所へ連絡 

7 時 52 分頃 協力会社社員が消火器による消火活動を行い炎を消し止めた 

7 時 53 分

（覚知時間）
当社監視所から公設消防へ出動要請 

8 時 03 分 東海村へ状況連絡 

8 時 04 分 茨城県へ状況連絡 

8 時 06 分
公設消防が発電所に到着 

（消防車 2 台，レスキュー車 1 台（サイレン・赤色灯有り）） 

8 時 10 分
公設消防は「本事象は火災である」と判断 

（協力会社社員が 7 時 52 分頃に消火活動をしたため） 

8 時 13 分
公設消防が発電所に到着 

（指揮車 1 台（サイレン・赤色灯有り）） 

8 時 13 分 公設消防による「鎮圧」を確認 

8 時 49 分 当該変圧器上流側電源「切」を実施 

9 時 12 分 公設消防による「鎮火」を確認 

 

6



 

添付資料－３ 

輸送本部 単線結線図 
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添付資料－４ 

 

当該変圧器の仕様 

 

 

1 次側タップ 切替窓

2 次側タップ 切替窓

１次側パネル

１次側パネル

仕様 

容量 10kVA 3 相 210/200-105V 

製造年 2017 年製 

２次側パネル

2 次側パネル 

炎を確認した箇所

炎を確認した箇所
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添付資料－５ 

当該変圧器の現場状況 

 
  
  

拡大 

分解 

１次側タップ切替窓内部 ２次側タップ切替窓内部

１次側パネル内部

１次側 
２次側

切替窓内部に焦げ跡は無い

ものの小動物の死骸を発見 
切替窓内部が炭化していた 

パネル上部が溶解し煤けた状態

ＮＦＢは「入」状態であった 

２次側パネル内部 

１次側パネル １次側タップ切替窓

輸送本部 

消火剤等はあるものの焦げ跡は無い

ＮＦＢは「入」状態であった 
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添付資料－６ 

２０２２年９月１５日の調査状況 

 

健全な変圧器 当該変圧器 

約 60cm

約 30cm

健全な変圧器 当該変圧器 
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添付資料－７ 

（１／２） 
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添付資料－７ 

（２／２） 
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